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愛知県では、平成18年（2006年）3月に、それまでの総合的・体系的な地方計画に代わる、愛知県では、平成18年（2006年）3月に、それまでの総合的・体系的な地方計画に代わる、
戦略的・重点的な地域づくりの羅針盤として、「新しい政策の指針」を策定し、愛知万博の開戦略的・重点的な地域づくりの羅針盤として、「新しい政策の指針」を策定し、愛知万博の開
催と中部国際空港の開港の二大事業によって高まった愛知の力をさらに高いステージへと催と中部国際空港の開港の二大事業によって高まった愛知の力をさらに高いステージへと
引き上げるべく地域づくりに取り組んでまいりました。引き上げるべく地域づくりに取り組んでまいりました。
なかでも、2010年を中長期の地域づくりのマイルストーン（一里塚）として位置づけ、準備をなかでも、2010年を中長期の地域づくりのマイルストーン（一里塚）として位置づけ、準備を
進めてきた生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）やあいちトリエンナーレなどの主要進めてきた生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）やあいちトリエンナーレなどの主要
事業がいよいよ今年、花開くこととなります。 事業がいよいよ今年、花開くこととなります。 
一方、時代は、今、まさに大転換期にあります。2008年秋以降の金融・経済危機をきっかけ一方、時代は、今、まさに大転換期にあります。2008年秋以降の金融・経済危機をきっかけ

に世界が新たな経済社会の方向を模索する中、わが国経済は閉塞状況を脱することができに世界が新たな経済社会の方向を模索する中、わが国経済は閉塞状況を脱することができ
ず、この地域の経済・雇用環境も大変厳しい状況にあります。一方、私たちの生活の安心をず、この地域の経済・雇用環境も大変厳しい状況にあります。一方、私たちの生活の安心を
支えてきた雇用や医療、福祉など社会システムが大きく揺らいでいます。この転換期をどう切り支えてきた雇用や医療、福祉など社会システムが大きく揺らいでいます。この転換期をどう切り
拓き、どのような道を歩むのか、今その岐路にあるといえます。拓き、どのような道を歩むのか、今その岐路にあるといえます。
こうしたことから、本県では、新たな愛知の発展に向け、地域づくりの次なる一歩を踏み出すこうしたことから、本県では、新たな愛知の発展に向け、地域づくりの次なる一歩を踏み出す
べく、このたび、地域づくりの新たな羅針盤として、「政策指針2010-2015」を策定いたしました。べく、このたび、地域づくりの新たな羅針盤として、「政策指針2010-2015」を策定いたしました。
この政策指針では、地域づくりの基本方針として、「安心、希望、そして風格ある愛知へ」を掲げました。この政策指針では、地域づくりの基本方針として、「安心、希望、そして風格ある愛知へ」を掲げました。
現在の社会経済情勢を踏まえ、雇用や医療、福祉の不安を一掃する「安心」の社会にす現在の社会経済情勢を踏まえ、雇用や医療、福祉の不安を一掃する「安心」の社会にす

ることをまず第一に掲げ、誰もが自らの夢に向かって挑戦できる「希望」あふれる社会をめざしることをまず第一に掲げ、誰もが自らの夢に向かって挑戦できる「希望」あふれる社会をめざし
ていきます。そして、愛知が培ってきたモノづくりの文化や世界的な産業・経済力はもとより、万ていきます。そして、愛知が培ってきたモノづくりの文化や世界的な産業・経済力はもとより、万
博やCOP10の開催地にふさわしい環境面での世界貢献、さらには学術・文化面での新たな博やCOP10の開催地にふさわしい環境面での世界貢献、さらには学術・文化面での新たな
価値の創造・発信などによって、世界の中で存在感のある地域をめざしたい、そんな思いを価値の創造・発信などによって、世界の中で存在感のある地域をめざしたい、そんな思いを
「風格ある愛知へ」という言葉に込めました。「風格ある愛知へ」という言葉に込めました。
私たちはこれまで幾多の厳しい局面を乗り越え、そのたびに新たな道を切り拓いてまいりま私たちはこれまで幾多の厳しい局面を乗り越え、そのたびに新たな道を切り拓いてまいりま

した。こうした厳しいときであるからこそ、県民の皆様をはじめ、市町村、民間団体など関係のした。こうした厳しいときであるからこそ、県民の皆様をはじめ、市町村、民間団体など関係の
方 と々しっかり手を携えて、新しい愛知の地域づくりに取り組んでまいりたいと考えております方 と々しっかり手を携えて、新しい愛知の地域づくりに取り組んでまいりたいと考えております
ので、一層の御理解・御協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。ので、一層の御理解・御協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

愛知県では、平成18年（2006年）3月に、それまでの総合的・体系的な地方計画に代わる、
戦略的・重点的な地域づくりの羅針盤として、「新しい政策の指針」を策定し、愛知万博の開
催と中部国際空港の開港の二大事業によって高まった愛知の力をさらに高いステージへと
引き上げるべく地域づくりに取り組んでまいりました。
そうした中、中長期の地域づくりのマイルストーン（一里塚）として、2010年を目標に準備を
進めてきた生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）やあいちトリエンナーレ2010などの
主要事業が、いよいよ今年、花開くこととなります。 
一方、時代は、今、まさに大転換期にあります。2008年秋以降の金融・経済危機をきっかけ

に世界が新たな経済社会の方向を模索する中、わが国経済は閉塞状況を脱することができ
ず、この地域の経済・雇用環境も大変厳しい状況にあります。また、私たちの生活の安心を支
えてきた雇用や医療、福祉などの社会システムが大きく揺らいでいます。この転換期をどう切り
拓き、どのような道を歩むのか、今その岐路にあるといえます。
こうしたことから、新たな愛知の発展に向け、次なる一歩を踏み出すべく、このたび、地域づ

くりの新たな羅針盤として、「政策指針2010-2015」を策定いたしました。
この政策指針では、地域づくりの基本方針として、「安心、希望、そして風格ある愛知へ」を掲げました。
現在の社会経済情勢を踏まえ、雇用や医療、福祉の不安を一掃する「安心」の社会にす

ることをまず第一に掲げ、誰もが自らの夢に向かって挑戦できる「希望」あふれる社会をめざし
ていきます。そして、愛知が培ってきたモノづくりの文化や世界的な産業・経済力はもとより、万
博やCOP10の開催地にふさわしい環境面での世界貢献、さらには学術・文化面での新たな
価値の創造・発信などによって、世界の中で存在感のある地域をめざしたい、そんな思いを
「風格ある愛知へ」という言葉に込めました。
私たちはこれまで幾多の厳しい局面を乗り越え、そのたびに新たな道を切り拓いてまいりま
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平成22年3月

愛知県知事
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「政策指針 2010-2015」について 
（策定の趣旨）

●　本県では、2006年（平成18年）3月に、2015年（平成27年）を目標年次とする戦略的・重点的な中長期の地域づくりの
羅針盤として「新しい政策の指針」を策定し、愛知万博の開催、中部国際空港の開港の二大事業によって高まった地
域の力をさらに高めるため、「今を越え、さらに世界で輝く愛知づくり」を基本目標に、新しい愛知の地域づくりに取り組ん
できた。

●　「新しい政策の指針」策定以降、毎年度、年次レポートを作成し、指針の進行管理を行ってきたが、指針の中間年に
当たる2010年（平成22年）を目標に進めてきた主要プロジェクトが着実に進捗している一方、世界的な金融・経済危機
に伴う景気の悪化など社会経済情勢は大きく変化している。また、2009年（平成21年）8月の国政における政権交代も
地域づくりに大きな影響を及ぼしつつある。

●　そこで、今回、2010年から2015年の6年間の地域づくりの戦略を再構築することとし、「新しい政策の指針」で掲げた
基本目標や基本課題を全面的に見直し、新たな羅針盤として、2015年に向けた地域づくりの基本方針を示しつつ、新
たな６つの基本課題のもとに、戦略的・重点的な政策の方向を明らかにしていくこととする。

●　なお、県政の各分野における個別計画については、その多くが2010年度に改定を予定しており、この「政策指針
2010-2015」では、それら次期計画の柱となる大きな考え方や主要な政策を方向づけていくことで、各分野の地域づくり
をリードしていくとともに、個々の具体的な事業等を個別計画に委ねることで、政策指針と各個別計画が一体となって、
今後の地域づくりを進めていくこととする。

●　一方、現在の厳しい財政状況の中で、新たな課題に取り組んでいくためには、選択と集中による県政全般にわたる
行財政改革を進めていく必要があることから、「政策指針2010-2015」と2010年2月に策定した「愛知県第五次行革大
綱」とを両輪として、今後の県政運営を行っていく。

（期間）

●　2010年（平成22年）から2015年（平成27年）の6年間とする。

・ これ以降、年号表記を西暦で統一します。
・ 右肩に※が付いている用語は頁下部に解説を掲載しています。

＜ 「政策指針2010-2015」の策定経緯 ＞

「新しい政策の指針」（2006年3月策定）【目標年次：2015年】

（年次レポートによる指針の推進）

・基本目標：「今を越え、さらに世界で輝く愛知づくり」
・８つの基本課題の下に柱となる政策の方向を提示

「政策指針2010-2015」（2010年3月策定）【期間：2010～2015年】
・地域づくりの基本方針：「安心、希望、そして風格ある愛知へ」
・６つの基本課題の下に50の主要政策を提示

【2006年度】「2010年に向けた戦略的地域づくり」
2010年までの具体的な施策・事業の取組計画を提示 ＜社会経済情勢の大きな変化＞

●グローバル経済の進展と世界同時不況
●社会の安心・信頼性の低下、希望の喪失（地域
医療の危機、食の安全、非正規雇用の拡大等）

●地球規模での資源・環境問題の高まり
●地方分権の進展

【2007年度】「あいちの地域づくり白書」
地域づくりの現況・課題を統計データなどを使って分析

【2008年度】「フォローアップ会議報告書」
有識者からの新たな政策課題や対応方向についての提言

など


